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第 4 計;中国人は何故歴史と地理が弱いのか？ 

－中国人の専門家でも現在調査中 開発で古代遺跡が続出－ 

この項目の説明が長くなるので章別で書きます 

 

第一章；中国人の地理感覚 

中国人が地理に弱いのは、私はなんとなく解っていた、出会う中国人に「貴

方は故郷以外中国の何処に旅行したことがありますか？」と質問すると、「三

か所か四か所に行った事があるという」答えが返ってくるからです。最近中

国でも国内旅行をする人がたくさん出てきたが、以前(10 年前)は交通事情も

未発達で土地も広く、たくさんの民族もおり、スリも多く治安も悪かった。

中国人にとっては、他の省に行くのは海外旅行のようなもので、行っても楽

しくないからである。 

特に中原(河南省)と山東省は列車に乗っても、高速道路にのっても緑もなく

黄土の畑がずっと変化なく続く。天気なのに太陽もみえない。変化がないと

いう事は、退屈極まりない。国土が広すぎる。 

それと、中国の国土地図が時代で変わるのであります。古代の都市と 

現代の都市の地名も変わることが多い。 

２年程前、知人二人と河南省（人口約 1.１億人）の省都、鄭州(ていしゅう、河

南省の省都、人口約 600 万人、南北・東西の鉄道が交わる交通の要)から北東へ約 150

Ｋｍの開封（かいふう、北宋の都、960～1127 年、日本平安末期、人口約 80 万人）に
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行きました。ビュンビュン飛ばす。注意したが、自信満々で車を飛ばす。案

の定スピード違反で 100 元の罰金（罰金は私が支払った）。市内の地理をまった

く知らない。行先を誰かに聞いてみたらと言ったがそのまま走る。 

中国人の知人の運転手が帰り道に迷ったのである。私が道を教えたのであ

る。私は変わった建物だけ覚えていた。太陽が見えない。日本であれば山と

太陽の位置関係で自分がどこにいるかが大体わかる。知人はなんで初めてき

て道が判るのかと聞くので、私の眼にはデジカメが入っている。というと笑

っていた。 

日本人でも中国人も女性は方向音痴が多いという事です。私の人生体験の観察からする

と、“俯瞰的思考のない女性（一歩、二歩引き下がらない女性は横の幅も解からない。近視眼的思考

と言ってもよい。）は人生も方向音痴内になりがちだ。鄭州から約 150Ｋｍ西隣の市洛陽市に

ある三国志の関羽の首塚のあるお寺（関林）すら知らない。洛陽は牡丹の花とスープでも

有名です。牡丹の花の祭りは毎年日本では吉野の桜が咲くころ、王城公園で開催され一日

20 万人が中国全土から見物に来ます。 

 

初めて黒の牡丹を見た。 

  

 

開封は北宋の都で“水滸伝(すいこでん)”の舞台になったところである。“李師師”は妓
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女が徽宗皇帝(文化人、絵画が残っている、全て中国・台湾・日本の国宝である、北宋最後の皇帝の息子

と金＝女真族に連行され、現在のハルピンで、53 歳で死ぬ)の妃になったので有名である。 

また水滸伝は山東の梁山泊に拠を構えた「宋江」をはじめとする３６人の頭目に率いら

れた集団です。「浪子 燕青」（ランズ エンチン ならず者エンチン）が李師師の遊郭に行き、

そこで燕青は李師師に「宋江は朝廷への帰順を願っていると」伝えました。李師師は優男

（やさおとこ）燕青に愛の感情を抱くがしかし燕青は「男一匹世渡りするのに、酒色のため

に道を外すのでは鳥獣と変わりない」と言って、彼女の誘惑にはのりませんでした。 

水滸伝では扈三女（フサンニャン）も有名である。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E6%BB%B8%E4%BC%9D%E7%99%BE%E5%85%AB%E

6%98%9F%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8 より。 

水滸伝一百八星  

三十六天罡星 

1 宋江  2 盧俊義  3 呉用  4 公孫勝  5 関勝  6 林冲  7 秦明  8 呼延灼  9 花栄  

10 柴進  11 李応  12 朱仝  13 魯智深  14 武松  15 董平  16 張清  17 楊志  18 徐寧  

19 索超  20 戴宗  21 劉唐  22 李逵  23 史進  24 穆弘  25 雷横  2 李俊  27 阮小二  

28 張横  29 阮小五  30 張順  31 阮小七  32 楊雄  33 石秀  34 解珍  35 解宝  36 燕青 

 

七十二地煞星 

37 朱武  38 黄信  39 孫立  40 宣贊  41 郝思文  42 韓滔  43 彭玘  44 卖廷珪  45 魏定国  

46 蕭譲  47 裴宣  48 欧鵬  49 鄧飛  50 燕順  51 楊林  52 凌振  53 蒋敬  54 呂方  

55 郭盛  56 安道全  57 皇甫端  58 王英  59 扈三娘  60 鮑旭  61 樊瑞  62 孔明  3 孔亮  

64 項充  65 李袞  66 金大堅  67 馬麟  68 童威  69 童猛  70 孟康  71 侯健  72 陳達  

73 楊春  74 鄭天寿  75 陶宗旺  76 宋清  77 楽和  78 龔旺  79 丁得孫  80 穆春  81 曹正  

82 宋万  83 杜遷  84 薛永  85 施恩  86 李忠  87 周通  88 湯隆  89 杜興  90 鄒淵  

91 鄒潤  92 朱貴  93 朱富  94 蔡福  95 蔡慶  96 李立  97 李雲  98 焦挺  99 石勇  

100 孫新  101 顧大嫂  102 張青  103 孫二娘  104 王定六  105 郁保四  106 白勝  107 時遷  108 段景住  

 

 

 

運転した知人は許昌出身であった。“李師師”は中学時代の歴史で習った
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%8E%E9%80%B5
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%B5%E9%A0%86
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A7%A3%E5%AE%9D
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%A3%E8%B4%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%AF%E6%80%9D%E6%96%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%93%E6%BB%94
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BD%AD%E3%82%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%98%E5%BB%B7%E7%8F%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AD%8F%E5%AE%9A%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%95%AD%E8%AD%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A3%B4%E5%AE%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E9%B5%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%82%A6%E9%A3%9B
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%8B%E6%95%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%82%E6%96%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%AD%E7%9B%9B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E9%81%93%E5%85%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9A%87%E7%94%AB%E7%AB%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%8B%E8%8B%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%88%E4%B8%89%E5%A8%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AE%91%E6%97%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%8A%E7%91%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%94%E6%98%8E_(%E6%B0%B4%E6%BB%B8%E4%BC%9D)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%94%E4%BA%AE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%85%E5%85%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%8E%E8%A2%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E5%A4%A7%E5%A0%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%AC%E9%BA%9F_(%E6%B0%B4%E6%BB%B8%E4%BC%9D)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%A5%E5%A8%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%A5%E7%8C%9B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%9F%E5%BA%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BE%AF%E5%81%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B3%E9%81%94
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A5%8A%E6%98%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%84%AD%E5%A4%A9%E5%AF%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B6%E5%AE%97%E6%97%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%8B%E6%B8%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A5%BD%E5%92%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%A7%E3%82%A6%E6%97%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%81%E5%BE%97%E5%AD%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A9%86%E6%98%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%B9%E6%AD%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%8B%E4%B8%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%9C%E9%81%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%96%9B%E6%B0%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%BD%E6%81%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%8E%E5%BF%A0_(%E6%B0%B4%E6%BB%B8%E4%BC%9D)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%A8%E9%80%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B9%AF%E9%9A%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%9C%E8%88%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%84%92%E6%B7%B5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%84%92%E6%BD%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%B1%E8%B2%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%B1%E5%AF%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%94%A1%E7%A6%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%94%A1%E6%85%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%8E%E7%AB%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%8E%E9%9B%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A6%E6%8C%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%8B%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%AB%E6%96%B0
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%A1%A7%E5%A4%A7%E5%AB%82&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%B5%E9%9D%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%AB%E4%BA%8C%E5%A8%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%8B%E5%AE%9A%E5%85%AD
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%83%81%E4%BF%9D%E5%9B%9B&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E5%8B%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%99%82%E9%81%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AE%B5%E6%99%AF%E4%BD%8F
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ことがあると言っていました。 

“開封”は中華人民共和国になっての初代の国家主席“劉少奇”が文化大革命で農家に

幽閉され、悶死した場所でもあります。 

“開封”は古代では“東京”と呼ばれました。なお西京は昔の長安(西安)をさすが、“遼”

“金”の時代は西京大同府（山西省大同市）としたこともある。 

 

第二章；中国人の歴史感覚 

知人は許昌（きょしょう 河南省のほぼ真ん中、人口約 400 万人）であれば、「ど

こでも走れるしなんでも知ってる」というので、「後漢最後の皇帝の住まい

は許昌の何処にありますか？」と聞くと、知らないという。曹操の家にいた

のではないのですかと聞くと、それは知っていると答える。何故許昌に住ん

だのですかと聞くと。それは知らないという。 

東漢（後漢）の末期黄巾の乱で袁紹を総大将として、袁術、曹操、劉備な

どが乱を鎮圧した。その時の東漢（後漢）の都は洛陽で董卓（とうたく）が、

皇帝が若いので思いのままに政治を支配していた。それにかねてから反発し

ていた、袁紹らが都洛陽を攻めようとしたので、董卓は洛陽の都を焼いて、

長安に都を移した。献帝が洛陽に戻った時、余りにも荒れ果てていたので、

曹操の屋敷のある許昌に献帝をつれて行った。曹操はそれで丞相（総理大臣）

になったのでしょう。 

また、長安で董卓（先の総理大臣）は養子の呂布に殺された。原因は中国 4

大美女の貂蝉（ちょうせん）でしょう。貂蝉は王允（おういん）漢朝の重臣年老

いた董卓に嫁がされ、嫉妬した呂布が董卓を殺して貂蝉奪い後で呂布が曹操
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に捕まり殺され、残った貂蝉が自殺したという話でしょう。というと、 

何故、私がそんなに中国のよく知っているのかと聞くので、日本では三国

志は漫画の本とゲームがあり、日本の男性であれば、大抵知っている。それ

と、私も中国人かも知れないな？というと、吃驚していた。私の片言の中国

語が通じたのである。知人達は日本語を話せない。 

意味のない簡単な中国語を話すのはまだまだであるが、内容のある話が通

じたのは嬉（うれ）しかった。 

日本でも中国でも歴史・地理を勉強しても自分にとって役に立たないと思

っている人が多い。儲からないと思っている。特に女性は、日本の女性も中

国の女性は、掃除は出来るが頭の整理が出来ない。日本・中国共通の女性能

力を発見できた。非常に楽しかった。この様な発見の機会を体験できたのは

ひょっとしたら私だけかも知れないと思う。開封では皇帝の貸衣装を着た記

念写真があり、やっぱり、私は日本・中国人の“笨蛋皇帝（あほの皇帝）”

もしれない。このような私の我儘を許す日本の家内は偉いと思った。年を取

っているにもかかわらず、大学に行っている。大学 5 年生である。染色の勉

強をしている。いつも毛沢東ではないが梟（ふくろう）の絵を描いている。 

 

第三章；毛沢東についてのエピソード 

毛沢東は、中国人には猫头鹰（マオヨウイン、ふくろう）と呼ばれています。

「夜の鷹」である。夜に勉強するからです。当時昼に仕事をする人は周恩来
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であった。日本に居る中国人の知人は私を猫头鹰という、その時私は、毛沢

東は中国人の太陽でしょう、毛沢東は絶対太陽が沈む洛陽(落陽、中国語の発音

は洛陽も落陽も同じ)。私は、知人達が病気であることがあると、心配で朝早く

日本時間で８時頃“太阳公公起的早呀”（太陽のお爺さんは朝起きが速いよ）と電

話をすると中国人の知人達も笑う。日本と中国は時差が一時間あり、日本の

方が速い。 

第四章；三国志を理解するには 

私は子供に歴史を勉強すれば、社会人になって組織の中でリーダーになれ

る。地理を勉強すれば、小さな貿易の仕事が出来る。いい友達をもてば、情

報をお金にすることが出来ると教えてきた。 

日本人の男性は殆ど日本史の近代史を除き古代史・中世史は殆ど知ってい

る。また日本は 1945 年迄外国からの侵略がなかったが、中国は支配者が漢

民族であったり、異民族であったり、とても複雑である。また国の領土も支

配者によって変わる。有名な“項羽（楚国、現在の湖北省・湖南省）と劉邦（豫

国、現在の河南省）の戦い”勝者が、劉邦である。古代の歴史の地名と現在の

地名が異なるので、非常に判りづらい。歴史の勝者によって制度も地名も変

わるのである。日本も古代・中世にはそういう時代があった。 

しかし日本人が好きな三国志を理解するには、中国の古代の“九つの州”を頭に入れて

おかねばならない。“九州”とは古代中国国土の総称で周代、中国全土を九州に分けたこ

とに由来する。 

中国では天下、世界全体の意味で用いられる場合もある。九州は時代によっても分け方

が違う。10、11、１２、13 は後で追加された。揚子江以北が古代中国であることが解る。 
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特に「三国志」がすきな日本人が、「三国志」を読む場合、中国の下記のリストを参考

にして地図で見て下さい。人の名前はその地方を治めていた武将です。 

 

下記地図は http://www.g-tabi.com/guide/sanguozhi/sgz-map.php より参照。 

 

http://www.g-tabi.com/guide/sanguozhi/sgz-map.php
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１、冀（き）州 (河北省南部、袁紹（えんしょう）) 

２、兗（えん）州 

（山東省西南部の魯西南平原に位置する。東には曲阜の孔子ゆかりの「三孔」を仰ぎ，西には梁山県の

水滸伝ゆかりの沼沢地（梁山泊）があり、北には泰山がそびえ、南には微山湖を望むため、「東文、西

武、北岱、南湖」と呼ばれる） 

３．青州（山東省に存在した州） 

４、徐州（山東省南東部と江蘇省の長江以北、劉備、呂布） 

５、揚州（現在の江蘇省揚州市、浙江省、江西省、安徽省？ 周瑜・孫権＝呉） 

６、荊州（河南省南陽市（袁術）から湖北省、湖南省、劉表） 

７、豫州（「河南」、黄河の南側の区域とし、南陽市を除く、曹操＝魏） 

８、益州（梁州）（四川省、劉備＝蜀） 

９、雍州（涼州）（陝西省中部から北部、南東部を除く甘粛省、青海省北東部から寧夏

回族自治） 

10、并州（山西省の大部分と河北省の北西部・内モンゴル自治区の一部、公孫賛） 

11、幽州（河北省北部、遼寧省、北京市、天津市を中心とする地域） 

12、営州（山東省北部） 

13、交州（現在の広西チワン族自治区梧州市、広東省） 

 

本当に古代・中世・近代の中国の歴史と地理を照合するのは、難しい。私は、中国の中

学生の歴史の本を買って纏（まとめ）た。私も苦労した。中国の教える先生も、教えられ

る生徒も大変だと思う。お互い中国のほんの一部しか知らないのであるから。 

 

第四章；日本人は日本史を中心にして中国史との比較年表を作成するのも

一方法です。 

  

日中近代歴史年表（2002/11 現在）   

中国近代化の指導者 

 

  

（年齢） 

 

  

孫 蒋 毛 周 鄧 江 西   

 

介 沢 恩 小 沢 

 

  

文 石 東 来 平 民 暦   

       

中国年表 日本国年表 

1 

     

1867 淮軍の劉銘伝(31)が山東で東捻破 大政奉還  

2 

     

1868 曽国藩、直隷総督就任  明治元年 五箇条の御誓文  

3 

     

1869 上海の共同租界が正式に成立  版籍奉還  

4 

     

1870 東トルキスタントゥルファンを陥落 岩崎弥太郎九十九商会設立 

5 

     

1871 甘粛イスラム教徒の馬化竜が投降 戸籍法公布 廃藩置県 日清修好条規 

http://www1.interq.or.jp/~t-shiro/data/human/sonbun.html
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/mo/maozedon.html
http://www.fmprc.gov.cn/chn/3628.html
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/mo/maozedon.html
http://www.fmprc.gov.cn/chn/3628.html
http://www1.interq.or.jp/~t-shiro/data/human/sonbun.html
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/mo/maozedon.html
http://www.fmprc.gov.cn/chn/3628.html
http://db.gakken.co.jp/jiten/ta/301160.htm
http://www2.odn.ne.jp/kotowaza/sub08-2-1.htm
http://www.ricoh.co.jp/net-messena/ACADEMIA/SHANGHAI/gallery.htm
http://db.gakken.co.jp/jiten/ha/506240.htm
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6 

     

1872 雲单大理のイスラム教徒が降伏 太陽暦採用 学制施行 

7 

     

1873 西寧のイスラム教徒の反乱を平定 徴兵令・地租改正条例公布 

8 

     

1874 同治帝が李鴻章に鉄甲船購入の命 日本台湾出兵 

9 

     

1875 東太后.西太后第 2 次垂簾政治が始 樺太・千島交換条約 

10 

     

1876 貴州古州の苗族の反乱を平定 日朝修好条約 

11 

     

1877 英・仏に 30 人の留学生を派遣 西单戦争 

12 

     

1878 新彊省を新設 大久保利光暗殺 

13 

     

1879 四川総督外国人のチベット入禁止 日本、琉球を沖縄県 

14 

     

1880 湖单の哥老会が蜂起を企てる 刑法、治罪法を制定 

15 

     

1881 東太后（誕生:1837）没 自由党結成 

16 

     

1882 ロシアとイリ境界条約を締結 日本銀行設立 

17 

     

1883 旅順港が建設される 

 18 

     

1884 清仏戦争が始まる 華族令制定 

19 

     

1885 台湾省設置 日清『天津条約』 

20 

     

1886 イギリスのビルマ併合条約 

 21 0 

    

1887 ポルトガルと通商条約締結 

 22 1 

    

1888 康有為変法自強を上奉 枢密院設置 

23 2 

    

1889 光緒帝の親政、実権は西大后 大日本帝国憲法発布 

24 3 

    

1890 湖单の哥老会が蜂起を企て 民事訴訟法、商法公布 

25 4 

    

1891 湖北省でキリスト教の教会襲撃 内村鑑三不敬事件 

26 5 

    

1892 清が韓国に借款供与 

 27 6 0 

   

1893 李鴻章がロシアと秘密同盟条約 

 28 7 1 

   

1894 東学党の乱 米国移民禁止 日清戦争 

29 8 2 

   

1895 孫文広東で革命蜂起 下関条約  

30 9 3 

   

1896 李鴻章がロシアと秘密同盟条約  民法公布 

31 10 4 

   

1897 独、極東艦隊が山東省膠州湾に侵攻 台湾総督府官制公布 

32 11 5 0 

  

1898 西太后摂政 大隈内閣成立（初の政党内閣） 

33 12 6 1 

  

1899 山東にて義和団 

 34 13 7 2 

  

1900 八カ国連合軍に宣戦布告 治安警察法公布 

35 14 8 3 

  

1901 楼蘭の遺跡が発見される 八幡製鉄操業開始 

36 15 9 4 

  

1902 イギリスと通商航海条約が調印 日英同盟 

37 16 10 5 

  

1903 義和団事件の賠償支払い宣言 陸奥宗光の条約改正交渉 

38 17 11 6 

  

1904 米貨ボイコット運動 日露戦争 

39 18 12 7 0 

 

1905 孫文中国革命同盟会を東京で結成 ポーツマス条約 

40 19 13 8 1 

 

1906 留日学生派遣を停止 

 41 20 14 9 2 

 

1907 中国の同盟会の蜂起が失敗 

 42 21 15 10 3 

 

1908 溥儀(3)が宣統帝として即位 

 43 22 16 11 4 

 

1909 皇帝が陸海軍の大元帥となる 

 44 23 17 12 5 

 

1910 奴隷制度廃止 人身売買禁止 日本、韓国併合 

http://db.gakken.co.jp/jiten/ta/302630.htm
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E4%BB%A3%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E4%B8%96%E7%95%8C%E3%81%AE%E4%B8%80%E4%BD%93%E5%8C%96
http://members.tripod.co.jp/nishinom/dic/se/seinan.html
http://www1.odn.ne.jp/~aal99510/iri.htm
http://members.tripod.co.jp/nishinom/dic/si/shinfutsu.html
http://duplex.tripod.co.jp/km40-2.htm
http://members.tripod.co.jp/nishinom/dic/te/tenshin.html
http://duplex.tripod.co.jp/rei/rm21-22.htm
http://history.christian.jp/index4.htm
http://members.tripod.co.jp/nishinom/human/ri/rikosho.html
http://www4.osk.3web.ne.jp/~zukaman/giwadan/giwadan.html
http://duplex.tripod.co.jp/hou/hm33-36.htm
http://www1.ocn.ne.jp/~apuro21/fw04.htm
http://members.tripod.co.jp/nishinom/dic/ni/nichirosen.html
http://www.pockyboston.com/portsmouth/treaty.html
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45 24 18 13 6 

 

1911 辛亥革命 

 46 25 19 14 7 

 

1912 袁世凱が臨時大総統 大正元年 

47 26 20 15 8 

 

1913 袁世凱、正式大総統 

 48 27 21 16 9 

 

1914 万国郵便連合に加入 第一次世界大戦 山東出兵 

49 28 22 17 10 

 

1915 中国の立法院が国体変更宣言 二十一ヶ条要求 

50 29 23 18 11 

 

1916 袁世凱死去 

 51 30 24 19 12 

 

1917 

 

ロシア十月革命 

52 31 25 20 13 

 

1918 北京で魯迅が『狂人日記』を発表 日本のシベリア出兵 

53 32 26 21 14 

 

1919 中華革命党を中国国民党に変える 

 54 33 27 22 15 

 

1920 安直戦争 国際連盟加盟 

55 34 28 23 16 

 

1921 中国共産党成立 陳独秀 

 56 35 29 24 17 

 

1922 張作霖、東三省自治宣言 

 57 36 30 25 18 

 

1923 孫文大元帥に就任 関東大震災 

58 37 31 26 19 

 

1924 第一次国共合作 神戸で孫文の大アジア主義講演 

59 38 32 27 20 

 

1925 孫文死去 治安維持法と普通選挙法 

 

39 33 28 21 0 1926 蒋介石、北伐開始 

 

 

40 34 29 22 1 1927 蒋介石の上海クーデター 

 

 

41 35 30 23 2 1928 張学良が国民政府に下る 日本軍山東出兵済单事件 

 

42 36 31 24 3 1929 中国で、民法総則が公布 世界恐慌 

 

43 37 32 25 4 1930 共産党中国工農革命委員会を設立 ロンドン海軍軍縮会議（第一次） 

 

44 38 33 26 5 1931 中華民国国民政府組織法が公布 満州事変 

 

45 39 34 27 6 1932 中ソ国交が回復 満州国建国  五・一五事件 

 

46 40 35 28 7 1933 中国全国で銀元に通貨統一 日・独が国際連盟脱退 

 

47 41 36 29 8 1934 長征を開始 溥儀が皇帝 

 

48 42 37 30 9 1935 毛沢東延安に到達 ロンドン会議（第二次） 

 

49 43 38 31 10 1936 張学良･楊虎城、西安事件 二・二六事件 

 

50 44 39 32 11 1937 蒋介石と周恩来抗日戦に合意 日中戦争单京陥落、单京事件 

 

51 45 40 33 12 1938 中国共産党機関誌「新華日報」創刊 国家総動員法公布 

 

52 46 41 34 13 1939 重慶で国民党 5 中全会、反共強化 第２次世界大戦 

 

53 47 42 35 14 1940 毛沢東、新民主主義論 

大政翼賛会 日独伊三国軍事同盟 

 

54 48 43 36 15 1941 アメリカが中国に武器貸与法を適用 太平洋戦争 

 

55 49 44 37 16 1942 国民政府が国家総動員法を発布 ミッドウェー海戦で敗北 

 

56 50 45 38 17 1943 重慶で三民主義青年団第 1 次大会 山本五十六戦死 

 

57 51 46 39 18 1944 アメリカ軍事視察団が延安を訪問 神風特攻を開始 

 

58 52 47 40 19 1945 中国が、ヤルタ協定に同意を表明 終戦 財閥解体 

 

59 53 48 41 20 1946 東モンゴル自治共和国の成立を宣言 GHQ、公職追放指令 

 

60 54 49 42 21 1947 『中華民国憲法』公布 学校教育法施行 

 

61 55 50 43 22 1948 人民解放軍が北京へ無血入城 極東軍事裁判判決 

 

62 56 51 44 23 1949 中華人民共和国成立 ドッジライン 

http://www.ffortune.net/social/history/china-sin/singai-kakumei.htm
http://www.eonet.ne.jp/~chushingura/p_nihonsi/episodo/201_250/230_02.htm
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E4%BC%90
http://plaza9.mbn.or.jp/~Nero/1919a.html#kyoudan
http://members.ytv.home.ne.jp/yk75.corkscrew/1919b.html
http://www5a.biglobe.ne.jp/~t-senoo/Sensou/matuoka/sub_matuoka.html
http://homepage1.nifty.com/TUTIYA/pekin7.htm
http://www.asyura.com/2002/bd18/msg/356.html
http://www5d.biglobe.ne.jp/~nihonsi/dasyutu.htm
http://www.sqr.or.jp/usr/akito-y/gendai/65-sengo6.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%83%E3%82%B8%E3%83%BB%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3
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63 57 52 45 24 1950 土地改革法公布  朝鮮戦争 

 

64 58 53 46 25 1951 チベットのラサ進駐 サンフランシスコ平和条約 

 

65 59 54 47 26 1952 日華平和条約締結 GHQ 廃止 

 

66 60 55 48 27 1953 農業生産の互助・協同化 ＮＨＫテレビ本放送を開始 

 

67 61 56 49 28 1954 中華人民共和国憲法公布 ビキニ水爆実験被爆 

 

68 62 57 50 29 1955 林彪、鄧小平政治局委員 ソニーがトランジスタラジオを発売 

 

69 63 58 51 30 1956 百花斉放・百家争鳴 国連加盟 

 

70 64 59 52 31 1957 「整風運動」 单極昭和基地 

 

71 65 60 53 32 1958 人民公社設立を決議 炭労賃上げで重点無期限ストに突入 

 

72 66 61 54 33 1959 チベット反乱 劉尐奇国家主席 ソニー、トランジスタ式のテレビ発表 

 

73 67 62 55 34 1960 中ソ国境紛争 日米安全保障条約 

 

74 68 63 56 35 1961 大躍進政策停止 日紡貝塚女子バレー「東洋の魔女」 

 

75 69 64 57 36 1962 大躍進失敗の自己批判 日米相互関税引下協定に調印 

 

76 70 65 58 37 1963 社会主義教育運動始まる  ケネディ米大統領暗殺 

 

77 71 66 59 38 1964 毛主席語録を刊行 東京五輪開催 

 

78 72 67 60 39 1965 資本主義の道の実権派 日韓基本条約 

 

79 73 68 61 40 1966 中央文化革命小組成立 ビートルズが武道館で公演 

 

80 74 69 62 41 1967 劉尐奇、鄧小平の糾弾             佐藤首相が非核３原則を表明 

 

81 75 70 63 42 1968 紅衛兵運動の終焉  小笠原諸島復帰 

 

82 76 71 64 43 1969 林彪を後継者に明記 赤軍派のメンバー53 人が逮捕 

 

83 77 72 65 44 1970 北京大学などの学生募集 万国博覧会開催 

 

84 78 73 66 45 1971 林彪ウンデルハンで墜落 名古屋で、世界卓球選手権大会 

 

85 79 74 67 46 1972 日中国交回復 ニクソン訪中 沖縄復帰 札幌五輪開催 

 

86 80 75 68 47 1973 批 「孔子」問題 第一次石油危機 

 

87 81 76 69 48 1974 江青ら批林批孔動員大会 田中角栄首相が辞意を表明 

 

88 82 77 70 49 1975 蒋介石死去 田中金脈裁判で有罪判決 

  

83 78 71 50 1976 周恩来・朱徳・毛沢東死去 ロッキード事件 

    

72 51 1977 主席華国峰が文革終結を宣言 ソニー世界最大の32インチテレビ 

    

73 52 1978 一人子政策 鄧小平主流 日中平和友好条約 

    

74 53 1979 広東、福建に四経済特区 日本電気がＰＣ８００１を発表 

    

75 54 1980 総書記に胡耀邦 大平正芳首相が心筋梗塞で急死 

    

76 55 1981 文革を公式に断罪 

 

    

77 56 1982 人口センサス実施 一国二制度 

 

    

78 57 1983 李先念国家主席 国債発行残高 100 兆円突破 

    

79 58 1984 人民日報マルクス主義の限界指摘 冒険家植村直己消息を断 

    

80 59 1985 揚子江等沿海開放地区 日航機御巣鷹山墜落 

    

81 60 1986 北京に初の株式会社 男女雇用機会均等法施行 

    

82 61 1987 胡耀邦総書記解任 

 

    

83 62 1988 李鵬を国務院総理に選出 リクルート疑惑 

http://www.jcp.or.jp/jcp/Koryo/sfsisco.html
http://www.j-area2.com/news/tv/nhk.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BE%E8%8A%B1%E6%96%89%E6%94%BE%E7%99%BE%E5%AE%B6%E4%BA%89%E9%B3%B4
http://jare.nipr.ac.jp/
http://www4.ocn.ne.jp/~tishiki/nikkankihonjouyaku.html
http://www.geocities.co.jp/CollegeLife/7906/2-6-6.htm
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84 63 1989 天安門事件 総書記に江沢民  昭和天皇崩御 平成元年 

    

85 64 1990 北京市戒厳令が解除 バブル経済、崩壊 

    

86 65 1991 台湾対中国内戦状況終了宣言 ソ連消滅 

    

87 66 1992 社会主義市場経済（单巡講話）  ＰＫＯ法成立 

    

88 67 1993 国家主席に江沢民 皇太子「結婚の儀」 

    

89 68 1994 李鵬中国首脳として韓国を初訪問 世界子供権利条約承認 

    

90 69 1995 北京で国連世界女性会議 阪神・淡路大震災 

    

91 70 1996 200 海里条約の批准 薬害エイズ 

    

92 71 1997 鄧小平没 香港返還 消費税 5% 

     

72 1998 クリントン大統領が桂林門 長野冬季オリンピック 

     

73 1999 国有企業の改革  「心・肺」脳死移植 

     

74 2000 

 

三宅島噴火 全島避難 

     

75 2001 ＷＴＯ加盟 省庁再編 

     

76 2002 三つの代表 

  

第五章；1840 年以降は歴史書を読むのではなく、ＤＶＤでドラマを見る 

最近中国の北京大学・復旦大学の市民大学で“呂皇后”、“中国四大美人”・・

弁士の先生が詳しく説明する、テレビ番組ができ、ＤＶＤも発売されていま

す。私はそれらを見るのも趣味の一つです。 

特に、中国近代史、1840 年以降は歴史書を読むのではなく、ＤＶＤでド

ラマを見る事だけにしていすます。 

昨年中国の耳鼻咽喉科の医者が 70 人来ました、仁徳天皇陵に私もついて

いきました。日本人のガイドが「仁徳天皇陵は 5世紀前半～中期に作られて、

前方後円墳（前が四角で後ろが円形）で世界最大の墓」と説明し、私の親しい中

国人の添乗員で通訳者がそのまま中国語で話をしていたが、中国人は誰も解

ってないようだったので、私が中国語で「北魏の時代で・洛陽の龍門石窟が

作られた時代です。」と言うとみなさんうなずいた。それと「前方後円墳と

http://dir.searchina.ne.jp/searchina.cgi?word=%FB%B9%8F%AC%95%BD&condition=and&limit=10&type=%8C%9F%8D%F5&path=home&default=%8C%9F%8D%F5
http://www.j-area2.com/tokyo/island/miyakejima.html
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言うのは「前方は体」で「後円というのは頭」を意味し天皇が北枕で眠って

いる姿です。頭が北です。」というと、中国の皆さんは理解した。 

日本の堺市役所から派遣されたガイドさんにあとで、日本語で説明すると、

本当ですかと尋ねたので答えずに笑ってあげた。本当である。亡くなった近

所の国文学者に聞いたのである。何故なら、仁徳天皇陵は私の自宅から徒歩

15 分・息子の履中天皇陵は仁徳天皇稜の南にあり、53 年前、家宅侵入罪の

時効であるが友達一人と堀を宮内庁所有の船で渡り履中天皇陵の中に入っ

たことがあります。50ｃｍ位の蛙（かえる）に出会ったのです。非常に怖かっ

た思い出があります。 

更に反正天皇陵は私の自宅から徒歩で５・６分の位置にあり、また中国の洛陽の龍門石

窟の裏山の洞穴には中国の軍隊の兵器と弾薬庫があること位、調査済みである。中国の洛

陽の龍門石窟は世界遺産です。世界遺産にはアメリカも爆撃出来ない。龍門石窟の

責任者も私の知人です。いつも無料で、私を龍門石窟の前の川を船で渡してくれる。対面

の船着き場は唐代の三大詩人”白居易（白楽天）“が居た山荘の麓である。 

 
 

第六章；中国史を理解するには中国女性史の逸話で勉強するのも一方法かも 

中国史は時代で理解しようとすると、歴史が長いので覚えにくい。また時

代で地図が拡大したり縮小したりややこしい。いっそ歴史上有名な女性をキ
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ーワードにし逸話で覚える方が理解しやすいかも知れない。 

例えば“陳圆圆”（陳円円）“は中国明代末期の美妓で明末清初に活躍した武

将呉三桂の妾（側室）。1644 年明の最後の皇帝を自殺に追い込み、自ら皇帝

を名乗った李自成が北平城を陥落させ明朝は滅びました、その時”陳円円“も

李自成軍に捕らえられた。(日本史では明智光秀の三日天下のような事件)このとき

明朝の武将呉三桂は北方から侵入しつつあった満洲（清）軍への防備の要で

ある山海関の守将としてドルゴン（第二代清朝の皇帝）と対峙中であった、陳

円円が捕虜となったという報を聞くや、呉三桂は激怒して軍を戻し、山海関

を開いて清軍に降り、ドルゴン軍の先鋒として李自成軍を攻撃し北平(現在の

北京)を陥落させ”陳円円“を自らの手に取り戻した。この功績により、呉三

桂は清朝廷から平西王として雲南の統治をまかされた。呉三桂は陳円円を正

妃にしようとしたが、呉三の桂の嫉妬深い性格の為、陳円円は王府の外の別

院で独り暮らした。呉三桂は清朝の第四代皇帝康熙帝の時“三藩の乱”で滅

ぼされました。 

 

昆明 2010/10/16 2010/11/21 

私が過去に整理した資料１ 
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人口 面積 密度
万人 万ｋ㎡ 人/ｋ㎡

1 北京市 北京 1,246 1.68 742
2 天津市 天津 957 1.13 847
3 河单省 鄭州 9,315 16.7 558
4 山東省 済单 8,838 15.3 578
5 河北省 石家庄 6,569 19 346
6 陜西省 西安 3,596 20.5 175
7 山西省 太原 3,172 15.6 203

33,693 90 375

8 江蘇省 单京 7,182 10.26 700
9 湖单省 長沙 6,502 21 310
10 安徽省 合肥 6,148 13.9 442
11 湖北省 武漢 5,907 18.74 315
12 浙江省 杭州 4,456 10.18 438
13 江西省 单昌 4,191 16.66 252

34,386 91 379
14 上海市 上海 1,464 0.62 2,361

1,464 0.62 2,361

15 広東省 広州 7,143 18.6 384
16 広西壮族 单寧 4,675 23.63 198
17 雲单省 昆明 4,144 39.4 105
18 貴州省 貴陽 3,658 17 215
19 福建省 福州 3,299 12 275
20 海单省 海口 753 3.4 221

23,672 114 2,361
21 遼寧省 沈陽 4,157 14.57 285
22 黒竜江省 哈尓浜 3,773 46.9 80
23 吉林省 長春 2,644 18.7 141

10,574 80 132
24 重慶市 重慶 3,060 8.2 373
25 四川省 成都 8,493 48.8 174
26 甘粛省 蘭洲 2,519 45 56
27 内蒙古 呼和浩特 2,345 118.3 20
28 新疆 烏魯木斉 1747 160 11
29 寧夏 銀川 538 6.64 81
30 青海省 西寧 503 72 7
31 西藏 拉薩 252 122 2

19,457 581 33
123,246 956 375

32 香港 香港 631 0.1095 5,763
33 澳門 澳門 45 0.0024 19,149

676 0.112 6,044
34 台湾省 台北 2,130 3.6 592

2,130 3.6 592

3,482 960 132合計（⑥+⑦+⑧）

⑧台湾及び福建省金門島・媽祖島計

米・絹・熱帯果実・漢方薬・ゴム・石油・電気機器・洋服・玩具・象牙・玉・陶器
稲・薩摩芋・柚子・オレンジ・バナナ・ライチ・竜眼・シナモン・八角・真珠
米・珈琲・酒・漆・コルク。茅台酒は貴州省の酒。
農業や林業

工業・農業・小麦・煙草葉・巻煙草・胡麻・トラクター・ベアリング
工業、農業ともに発達しており、黄金の貯蔵量が全国一。石油工業も期待。
トウモロコシ、高粱などの食料と綿花の生産。また漁業、鉄鋼、陶磁器
炭、機械、石油、電気機器、紡績などの工業も比較的盛ん。

中央政府・共産党中央・全国政協商など主要国家機関所在地と文化の中心地

稲・麦・綿・絹・茶・漆・柑橘類・魚類・鉄鋼・自動車。『神農架』は希尐動植物
「魚米の里」、「絨毯とお茶の都」。茶は「龍井茶）」。黄岩ミカン・金華ハム。
焼き物の故郷・景徳鎮。米や茶、非鉄金属資源。木材と竹の生産量全国一

工業、商業、金融の中心地。「上海が稼ぎ、北京が使う」という言葉もある。

農牧業が主要な産業で、石油、非鉄金属、玉石
農業と牧畜業が盛んで、石炭と石膏が豊富。
石油、天然ガス、源塩、毛織物など。

東京都新宿区とほぼ同じ。中国籍　69%、ポルトガル籍　27%、その他　4%

ゴム・ヤシ・コショウ・珈琲やパイナップル・マンゴー。家電・化学繊維工業
米、サツマイモ、茶、煙草、ゴム、バナナ、パイナップル、漢方薬

冶金・石炭・機器製造・化学・造船・穀物・落花生・漢方薬材・毛皮・水産物

観光業が筆頭。一部を除いて関税がかからないフリーポート

備考（生産物他）（1998年）

軽工業、機械電機、化学工業な。神戸港よりフェリーが入港

石炭・鉄・鉄鋼・重機・自動車・化学工業・麦・玉蜀黍・高粱・柿・葡萄

『魚米の郷』・稲・麦・綿、シルク・茶・魚カニ・化繊・機器・特殊工芸産品。
米のほかにも茶油、茶、柑橘類、桐油生産。非鉄金属の埋蔵量も多い。
農業と林業が発達。石炭と鉄鋼は主要工業。手工業も比較的発達。

木材、石油、大豆、亜麻、甜菜

華
北

農牧業が主な産業で、山羊、漢方薬材、鉱石、セメント

林業が発達し、自動車製造の重要拠点

水路と陸路要。工商業の重点都市。経済構造の総合的改革の試験都市
米、麦、綿、絹、茶、油菜、桐油、白蝋また、鉄鋼、機械、電器、化学工業
農業、牧畜、石油、化学工業、ウリ科の果物、漢方薬材、毛皮の産地
農業、畜産業が主な産業。鉄鋼、石炭、林業、。希土類、天然塩類

華
中

省庁所在地

②華中計

地域

①華北計

省等

③華单計

④東北計

⑤西部・北部形

⑦特別行政区計

⑥社会主義中国計（①～⑤）
特
別

行
政

区

西
部
・
北
部

東
北

華
東

 

私が過去に整理した資料２ 

総人口 都市人口 全体比 農村人口 全体比 GNP GDP 成長率 1人ＧＤＰ

万人 万人 ％ 万人 ％ 億＄ 億＄ ％ ＄

1990 114,333 30,191 26.41 84,142 73.59 2,325 2,318 8% 204 3,611 3.6%

1991 115,823 30,543 26.37 85,280 73.63 2,708 2,702 15% 235 11,146 11.1%

1992 117,171 32,372 27.63 84,799 72.37 3,331 3,330 22% 286 39,651 39.7%

1993 118,517 33,351 28.14 85,166 71.86 4,320 4,329 29% 367 35,701 35.7%

1994 119,850 34,301 28.62 85,549 71.38 5,834 5,845 33% 490 9,891 9.9%

1995 121,121 35,174 29.04 85,947 70.96 7,187 7,310 24% 607 （6100） (6.12%)

1996 122,389 37,304 30.48 85,085 69.52 8,356 8,486 15% 697 100,000

1997 123,626 39,449 31.91 84,177 68.09 9,143 9,308 9% 757

1998 124,761 41,608 33.35 83,153 66.65 9,621 9,793 4% 788 821 6.96%

1999 125,786 43,748 34.78 82,038 65.22 10,053 10,239 4% 817 8,273 70.15%

2000 126,743 45,906 36.22 80,837 63.78 11,024 11,175 8% 885 2,699 22.89%

2001 127,627 48,064 37.66 79,563 62.34 11,793 11,992 7% 943

大学卒業

高校卒業

クリントン大統領が桂林門

鄧小平没　香港返還

バブル経済、崩壊

中国の平均寿命71歳

中

国

そ

の

他
参

考

資

料
中国の年齢構成（2001年）

北京市戒厳令が解除

中学卒業

小学卒業

（非識字率）

65歳以上

15～64歳

15歳以下

中国史 日本史 年
中国10万人当たりの教育水準

（2001年）

李鵬中国首脳、韓国初訪問

北京で国連世界女性会議

200海里条約の批准

ソ連消滅

ＰＫＯ法成立

皇太子「結婚の儀」

松本サリン事件

ＷＴＯ加盟

長野冬季オリンピック

「心・肺」脳死移植

三宅島噴火 全島避難

省庁再編

江沢民、3つの代表提唱

国有企業の改革 

阪神・淡路大震災

薬害エイズ

消費税5%

台湾対中国内戦、終了宣言

社会主義市場経済（单巡講話）

国家主席に江沢民

 

私が過去に整理した資料３ 
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NO 居住地域 宗教 人口

1 チワン族 壮族 zhuang zu 広西壮族・雲单 原始宗教 15,489,630

2 満州族 满 族 man zu 遼寧 シャーマニズム 9,821,180

3 回族 hui zhu 寧夏回族 イスラム 8,602,978

4 ミャオ族 苗族 miao zu 貴州・四川・広西壮 原始宗教 7,398,035

5 ウイグル族 维吾尔族 weiwuer zu 新疆ウイグル イスラム 7,214,431

6 イー族 彝族 yi zu 雲单・四川・貴州 道教 6,572,173

7 トウチャ族 土家族 tujia zu 湖单、湖北、四川 祖先崇拝 5,704,223

8 蒙古族 蒙古族 menggu zu 内蒙古・新疆・黒竜江 ラマ教 4,806,849

9 チベット族 藏族 zang zu 西蔵・青海 ラマ教 4,593,330

10 プイ族 布依族 buyi zu 貴州 キリスト 2,545,059

11 トン族 dong zu 貴州・湖单・広西壮 原始宗教 2,514,014

12 ヤオ族 瑶族 yao zu 広西壮・湖单・雲单 自然崇拝 2,134,013

13 朝鮮族 chaoxian zu 吉林・黒竜江・遼寧 仏教 1,920,597

14 ぺー族 bai zu 雲单 仏教 1,594,827

15 ハニ族 hani zu 雲单 祖先崇拝 1,253,952

16 ダフール族 dawo'er zu 内蒙古 シャーマニズム 1,211,357

17 カザフ族 哈萨克族 hasake zu 新彊ウイグル イスラム 1,111,718

18 タイ族 傣族 dai zu 雲单 小乗仏教 1,025,128

19 シェ族 she zu 福建、広東 祖先崇拝 630,378

20 リースー族 lisu zu 雲单 原始宗教 574,856

21 コーラオ族 gelao zu 貴州 祖先崇拝 437,997

22 ラフ族 lahu zu 雲单 大乗仏教 411,476

23 カオシャン gaoshan zu 台湾 原始宗教 400,000

24 トンシャン族 dongxiang zu 甘粛 イスラム 373,872

25 シュイ族 shui zu 貴州 原始宗教 345,993

26 ワー族 wa zu 雲单 自然崇拝 278,009

27 ナーシー族 naxi zu 雲单 トンバ教 278,009

28 チャン族 qiang zu 四川 ラマ教 198,252

29 トウ族 tu zu 青海 ラマ教 191,624

30 シボ族 xibo zu 遼寧、吉林、黒竜江 シャーマニズム 172,847

31 モーラオ族 mulao zu 広西壮・雲单 道教 159,328

32 キルギス族 ke'erkezi zu 新疆ウイグル イスラム 141,549

33 チンプオ族 jingpo zu 雲单 原始宗教 119,209

34 サラ族 sala zu 青海 イスラム 87,697

35 ブーラン族 bulang zu 雲单 小乗仏教 82,280

36 マオナン族 maonan zu 広西壮 道教 71,968

37 タジク族 tajike 新疆ウイグル イスラム 33,583

38 プミ族 pumi zu 雲单 原始宗教 29,657

39 アチャン族 achang zu 雲单 小乗仏教 27,708

40 ヌー族 nu zu 雲单 原始宗教 27,123

41 オウンク族 ewenke zu 内蒙古 シャーマニズム 26,315

42 ジン族 jing zu 広西壮 祖先崇拝 18,915

43 ジーヌオ族 jinuo zu 雲单 祖先崇拝 18,000

44 トーアン族 de'ang zu 雲单 小乗仏教 15,462

45 ウズベク族 wuzibieke zu 新疆ウイグル イスラム 14,502

46 ロシア族 eluosi zu 新彊ウイグル ギリシャ正教 13,504

47 パオアン族 bao'an zu 甘粛 イスラム 12,212

48 ユイグー族 yugu zu 甘粛 ラマ教 10,569

49 メンパ族 menba zu 西蔵 ラマ教 7,475

50 オロチョン族 elunchun zu 内蒙古・黒竜江省 祖先崇拝 6,965

51 トールン族 dulong zu 雲单 自然崇拝 5,816

52 タタール族 tata'er zu 新疆ウイグル イスラム 4,873

53 ホジェン族 hezhe zu 黒竜江 シャーマニズム 4,245

54 ローバ族 luoba zu 西蔵 原始宗教 2,312

55 リー族 黎族 li zu 海单 原始宗教

89,966,135合計

　55の尐数民族のうち、回族と満州族が漢民族の言語と文字を使用している。53の尐数民族は自民族の

言語を使用。内21の尐数民族は自民族の文字を持っており27種類の文字を使用。

民族

中国尐数民族（1998年）

 


